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「
白
堊
芸
術
祭
」は
、従
来
、年
末
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
年
明
け
の
１
月
24
日（
木
）〜
28
日（
月
）
の

５
日
間
開
催
し
ま
す
。
会
場
は
昨
年
度
と
同
じ
「
ガ
レ
リ

ア
原
宿
」。
期
間
中
の
１
月
26
日（
土
）は
、
野
口
田
鶴
子

さ
ん
に
よ
る
「
宮
澤
賢
治
と
五
行
歌
の
朗
読
」
の
ほ
か
、

希
望
者
に
よ
る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
年
末
に
向
け
て
在
京
白
堊
会
の
ク
ラ
ブ
活

動
が
集
中
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
友
だ
ち
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

玉澤健児さん（S43卒=中央）のギター弾き語り（2011白堊芸術祭）
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（http://www.hakua.sokei.co.jp/index.htm）
※2012年6月1日より

事務局が上記に変わりました。
題字：浅沼一道

第33号

〈2012年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
●10月26日（金）「第10回在京白堊会ゴルフ大会」
（場所：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎＝茨城県龍ヶ崎市）〈1面〉
●11月10日（土）「第7回ル・サロン・ブラン（芸術鑑賞クラブ）」
〈古河・篆刻武術館を訪ねる〉（場所：茨城県古河市）〈2面〉
●11月17日（土）「第11回中世城郭探訪」
〈五日市街道要衝の城の見学と温泉〉（場所：東京都あきるの市）〈2面〉
●平成25年1月24（木）-28日（月）「第5回白堊芸術祭」
（場所：ガリレア原宿＝東京都渋谷区神宮前）〈1面〉
●平成25年2月10日（日）「第8回歌の祭り」
（場所：東京都渋谷区笹塚＝Blue‐T〈ブルーティ〉）〈2面〉
※ご質問、お問い合わせは事務局03-3269-0900へお気軽にどうぞ。

2012白堊芸術祭

今
年
度「
白
堊
芸
術
祭
」は
１
月
24-

28
日
開
催
に

出展者募集

セブンイレブン

ガリレア原宿
★

とんかつまい泉

表 参 道

Ｊ
Ｒ
原
宿
駅

明
治
通
り

青
山
通
り

ロイヤルホスト
新潟館ネスパス

伊藤病院
表参道駅
B4出口

表参道駅
A2出口

表参道ヒルズ

ラフォーレ
原宿

竹下通り

〈「
白
堊
芸
術
祭
」開
催
要
項
〉

●
日
時：

平
成
25
年
１
月
24
日
（
木
）〜
28
日

（
月
）
11：

00
〜
19：
00
（
た
だ
し
最
終
日
は

15：

00
ま
で
）

●
会
場：

ガ
レ
リ
ア
原
宿

〒
１
５
０-

０
０
０
１
渋
谷
区
神
宮
前
３-

14-

17

電
話（
０
３
）６
４
４
７-

１
７
９
６

●
ア
ク
セ
ス：

JR
山
手
線
「
原
宿
」
駅
（
竹
下

通
り
口
）よ
り
徒
歩
７
分
、地
下
鉄
「
表
参
道
」駅

（
Ａ
２
出
口
）よ
り
徒
歩
５
分
、地
下
鉄
「
明
治
神

宮
前
」
駅（
５
番
出
口
）
よ
り
徒
歩
６
分

●
募
集
作
品：

展
示
で
き
る
作
品
（
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
。歌
、句
等
は
色
紙
等
に
書
き
、
掲
示

で
き
る
体
裁
に
て
出
展
）

●
出
展
点
数：

一
人
一
点

●
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト：

１
月
26
日（
土
）
13：

00
か
ら

恒
例
の
野
口
田
鶴
子
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）
に
よ
る
宮

沢
賢
治
と
五
行
歌
の
作
品
の
朗
読
を
行
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
、
適
度
に
休
憩
を
入
れ
な
が
ら
16：

00

ま
で
の
間
、会
場
に
て
歌
や
演
奏
、落
語
、手
品
な

ど
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
出
展
＆
出
演
料：

無
料
（
た
だ
し
、
作
品
の

搬
出
入
及
び
展
示
額
等
、
展
示
に
か
か
る
費
用
お

よ
び
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
要
す
る
楽
器
搬
出
入
費

用
等
、
す
べ
て
出
展
＆
出
演
者
の
自
己
負
担
）

●
出
展
＆
出
演
資
格：

在
京
白
堊
会
員
（
在
京

白
堊
会
会
費
納
入
の
方
）

●
懇
親
会：

１
月
26
日（
土
）
16：

00
〜
18：

00
ま

で
、会
場
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費

３
千
円
。
作
品
出
展
、
ラ
イ
ブ
出
演
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
出
展
等
申
込
＆
締
切
り：

以
下
の
①
〜
⑨
の

事
項
を
明
記
の
う
え
、12
月
８
日（
土
）
必
着
に

て
三
浦
千
波
さ
ん（
Ｓ
50
卒
＝
住
所
は
末
尾
の
申

込
先
参
照
）ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
こ
と
。

〈
申
込
み
に
必
要
な
事
項
〉（
様
式
自
由
）
①
氏
名

②
卒
業
年
次
③
連
絡
先
（
住
所
及
び
電
話
番

号
＆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
④
出
展
す
る
ジ
ャ
ン

ル
、
ま
た
は
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
演
目
⑤
タ
イ

ト
ル
⑥
寸
法
（
絵
画
の
場
合
は
号
数
）。
ラ
イ
ブ

イ
ベ
ン
ト
の
場
合
、
上
演
に
要
す
る
時
間
の
目

安
⑦
作
品
ま
た
は
楽
器
等
の
搬
出
入
の
詳
細

（
持
込
・
引
取
・
宅
送
等
の
別
）
⑧
案
内
状
の
必

要
枚
数
⑨
懇
親
会
参
加
の
有
無
及
び
参
加
人
数

（
高
校
生
以
下
は
明
記
）

●
申
込
み
＆
問
合
せ
先：

〒
２
１
１-

０
０
３
５

川
崎
市
中
原
区
井
田
２-

15-

50

電
話（
０
４
４
）７
９
７-

２
１
７
０

参加者
募集

疾
風
会
（
Ｓ
42
卒
）の
三
連
覇
阻
止
な
る
か
！

―
開
催
日：

平
成
24
年
10
月
26
日（
金
）

第
10
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

事
務
局
変
更
に
伴
い
、
今
年
度
か

ら
前
年
優
勝
チ
ー
ム
年
次
が
幹
事
を

務
め
ま
す
。
今
回
幹
事
は
２
連
覇
中

の
疾
風
会
。
年
次
対
抗
、
プ
レ
ー
方

式
、
送
迎
バ
ス
は
従
来
通
り
。
募
集

締
切
り
後
、
個
人
戦
で
も
２
連
覇
中

の
疾
風
会
・
石
井
充
さ
ん
か
ら
大
会

詳
細
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈「
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催
要
項
〉

●
日
時：

平
成
24
年
10
月
26
日（
金
）

●
会
場：

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
〒
３
０

１-
０
８
５
７
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
泉
町
原
口
１
５
９

２-
77
電
話（
０
２
９
）７
６
４-

０
１
１
０

●
ス
タ
ー
ト：

Ｏ
Ｕ
Ｔ
９：

48
Ｉ
Ｎ
９：

56
（
予
定
。

募
集
締
切
り
後
、参
加
者
に
組
合
せ
表
を
送
付
）。

（
※
作
品
の
大
き
さ
、
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
、
演
目
時
間

に
よ
っ
て
は
出
展
ま
た
は
上
演
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

〈
お
願
い
〉
撮
影
の
許
可
に
つ
い
て

出
展
作
品
を
撮
影
し
、
来
春
発
行
の
「
在
京

白
堊
会
会
報
」
に
作
品
の
写
真
を
掲
出
し
ま
す
。

ご
了
承
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
集
合：

８
時
30
分
（
時
間
厳
守
）

●
募
集
定
員：

９
組
36
名

●
参
加
費：

５
０
０
０
円
（
懇
親
会
飲
料
、
賞

品
代
、
年
会
費
含
む
）。
※
在
京
白
堊
会
24
年

度
年
会
費
納
入
済
み
の
方
は
３，
０
０
０
円
。

●
プ
レ
ー
費：

１
４，
８
０
０
円
（
各
自
で
清
算
。

昼
食
代
お
よ
び
懇
親
会
オ
ー
ド
ブ
ル
代
含
む
）。

※
な
お
、ゴ
ル
フ
場
食
堂
で
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
は

無
料
で
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
送
迎
バ
ス：

▼
集
合
７：

00
、東
京
駅
八
重
洲

口
第
２
鉄
鋼
ビ
ル
前（
時
間
厳
守
）▼
出
発
７：

15

▼
料
金
３
０
０
０
円（
往
復
）
※
片
道
半
額
。

●
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り：

①
氏
名
②

卒
業
年
次
③
連
絡
先
住
所
＆
電
話
番
号
④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名
⑤
送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無

を
明
記
の
う
え
、
10
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
新
事

務
局
ま
で
（
題
字
下
参
照
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

渋谷区神宮前3-14-17
電話（03）6447-1796

会場案内図



（２）在京白堊会報 2012年9月（第33号）

参加者
募集

古
河
・
篆
刻
美
術
館
を
訪
ね
る

―
開
催
日：

平
成
24
年
11
月
10
日（
土
）

第
７
回
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
（
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
）

平
成
３
年
に
日
本
で
初
め
て
開
館

し
た
古
河
市
に
あ
る
篆
刻
専
門
の
美

術
館
を
訪
ね
ま
す
（
大
正
９
年
に
建

て
ら
れ
た
石
蔵
を
改
修
し
た
建
物
）。

①
企
画
展
「
中
国
古
銅
印
の
美
」
を

鑑
賞

②
鑑
賞
後
、篆
刻
実
技
体
験（
葉
書
に

使
用
す
る
程
度
の
小
印
を
製
作
。
道

具
は
す
べ
て
幹
事
が
用
意
し
ま
す
）。

〈「
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
」
開
催
要
項
〉

●
日
時
・
集
合
場
所：

平
成
24
年
11
月
10
日

（
土
）午
前
10
時
30
分
JR
古
河
駅
集
合

●
交
通：

JR
新
宿
駅

９：

24
発→

JR
古
河
着

10:

22
着
（
JR
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン→

直
通
）

●
申
込
み
締
切
り：

平
成
24
年
10
月
31
日（
水
）

●
申
込
み
先：

①
氏
名
②
卒
業
年
次
③
連
絡
先

参加者
募集

五
日
市
街
道
要
衝
の
城
の
見
学
と
温
泉

―
開
催
日：

平
成
24
年
11
月
17
日（
土
）

第
11
回
中
世
城
郭
探
訪

小
田
原
北
条
氏
が
武
蔵
西
部
か
ら

甲
斐
に
通
じ
る
五
日
市
街
道
を
押
さ

え
る
拠
点
と
し
て
い
た
山
城
を
見

学
。
城
の
真
下
を
五
日
市
街
道
が
通

っ
て
お
り
、
街
道
を
押
さ
え
る
要
衝

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

〈「
中
世
城
郭
探
訪
」
開
催
要
項
〉

●
開
催
日：

平
成
24
年
11
月
17
日
（
土
）

（
当
日
雨
天
の
場
合
は
18
日（
日
）に
実
施
。
催

行
の
可
否
は
前
日
に
決
定
）

●
行
き
先：

戸
倉
城
及
び
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯

（
東
京
都
あ
き
る
野
市
）

●
行
程：

９：

25
青
梅
線
武
蔵
五
日
市
駅
改
札
口

参加者
募集

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
独
唱
、
合
唱
を
楽
し
む

―
開
催
日：

平
成
25
年
２
月
10
日（
日
）

第
８
回
歌
の
祭
り
（
歌
の
新
年
会
）

夏
冬
恒
例
と
な
っ
た
「
歌
の
祭

り
」。
歌
の
新
年
会
は
、
昨
年
と
同

じ
笹
塚
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」
で
の
開
催

で
す
。
毎
回
、
幅
広
い
年
次
の
フ
ァ

ン
が
集
い
、
た
っ
ぷ
り
５
時
間
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
よ
る
独
唱
や
合
唱
、
参
加

者
の
近
況
な
ど

の
懇
談
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〈
開
催
要
項
〉

●
開
催
日
時：

平
成

25
年
２
月
10
日（
日
）

12：

00
〜
17：

00

●
開
催
場
所：

Ｂ
ｌ

ｕ
ｅ
‐
Ｔ（
ブ
ル
ー
ティ
）

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚

１-

61-

８
ホ
テ
ル

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
１

階

電
話
０
３-

３
３

７
５-

１
４
７
４

●
ア
ク
セ
ス：

京
王

線
、京
王
新
線「
笹
塚

駅
北
口
」よ
り
甲
州
街

道
沿
い
に
調
布
方
面

へ
徒
歩
５
分
程
。
甲

州
街
道
に
面
し
て
入

口
あ
り
。大
型
パ
ラ
ソ
ル

が
目
印
で
す
。

●
会
費：

５，
０
０
０

円（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

の
方
は
４，
０
０
０
円
）

●
申
込
み
先：

早
坂
光
平
さ
ん
（
Ｓ

31
卒
）

▽
電
話
／

住
所
＆
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
在
京
白
堊
会

新
事
務
局
（
題
字
下
参
照
）
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

sakuraco@
leaf.ocn.ne.jp

大正時代の石倉を改築した古河の篆刻美術館

佐倉藩武家屋敷にて（2012.4.21）

戸倉城本丸からの眺望

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
９
３
２-

２
７
２
５

▽
携
帯

０
７
０-

６
６
７
０-

８
７
０
４
▽
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スhayak@

jcom
.hom

e.ne.jp

▽
住
所

〒
１
７
５-

０
０
８
２
東
京
都
板
橋

区
高
島
平
８-

27-

11-

２
０
７

※
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
独
唱
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
に
曲
名
を
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

●
申
込
み
締
切
り：

12
月
20
日（
木
）厳
守

「慰霊の歌」、「復興の歌」などを思いを込め全員で合唱（2012.8.1中延・ボナペティ）

集
合→

９：

35
バ
ス
に
て
戸
倉
へ
移
動→

戸
倉

城
見
学→

12：

45
戸
倉
バ
ス
停
出
発→

秋
川

渓
谷
瀬
音
の
湯→

入
湯
後
、
懇
親
会→

15：

17
瀬
音
の
湯
出
発→

15：

30
頃
武
蔵
五

日
市
駅
に
て
解
散

●
服
装：

歩
き
や
す
い
靴
で
お
出
で
く
だ
さ

い
。
登
山
用
ス
テ
ッ
キ
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

●
申
込
み
先
＆
締
切
り：

11
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
大
澤
邦
雄
さ
ん（
Ｓ
43
卒
）へ
電
話
０
３-

６
４
５
９-

０
０
４
１
、
ま
た
は
次
へ
メ
ー
ル
。

rtdcpt_ohsaw
a@
yahoo.co.jp

●
そ
の
他：

入
浴
料
８
０
０
円
、
簡
単
な
軽
食

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
活
動
報
告
〉

今
春
の
４
月
21
日（
土
）、千
葉
県

で
も
最
大
規
模
の
本
佐
倉
城
を
見

学
。
技
巧
を
凝
ら
し
た
土
塁
や
巨

大
な
空
堀
を
見
学
後
、
佐
倉
市
へ

移
動
、佐
倉
藩
武
家
屋
敷
及
び
佐
倉

城
見
学
。こ
の
地
域
に
ま
で
勢
力
を

誇
示
し
て
い
た
小
田
原
北
条
氏
の

力
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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第
44
回
在
京
白
堊
会
総
会
は
平
成

24
年
５
月
12
日
（
土
）
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
、
３
１
２

名
と
い
う
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
盛
岡
か
ら
は
ご
来
賓
と
し

て
、
母
校
の
高
橋
和
雄
校
長
、
白
堊

同
窓
会
の
谷
村
邦
久
副
会
長
、
硬
式

野
球
部
後
援
会
の
一
戸
秀
光
会
長
、

恩
師
の
山
田
預
喜
先
生
、
沢
田
金
吾

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
は
銘
酒
「
鷲
の

尾
」
に
よ
る
鏡
開
き
で
ス
タ
ー
ト
、

会
場
内
に
は
震
災
被
害
か
ら
の
復
興

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
岩
手
沿

岸
部
の
銘
柄
を
中
心
に

地
酒
・
ワ
イ
ン
の
試
飲

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

し
た
。今

年
の
テ
ー
マ
は

「
フ
ル
サ
ト
ヲ
想
ヒ
テ
」。

故
郷
へ
の
思
い
を
込
め

2012総会報告

力
強
い
岩
手
の
復
興
に
向
け
て

白
堊
か
ら
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う

日
時：

平
成
24
年
５
月
12
日

講
演
会
15：

00
〜

総
会
・
懇
親
会
16：

00
〜

会
場：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
お
茶
の
水
）

て
「
盛
岡
一
高
と
そ
の
周
辺
の
今
」

と
題
す
る
ビ
デ
オ
及
び
ス
ラ
イ
ド
を

上
映
、
そ
の
後
に
故
郷
の
祭
「
さ
ん

さ
踊
り
」
を
黄
色
の
浴
衣
姿
で
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

踊
り
は
「
さ
ん
さ
踊
り
」
の
経
験

が
あ
る
平
成
卒
の
若
手
（
い
わ
て
銀

河
プ
ラ
ザ
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「anecco.

」
の
皆
さ
ん
）
に
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。「anecco.

」
の

皆
さ
ん
に
は
当
日
の
笛
・
太
鼓
・

さんさ踊りの大きな輪ができた

鏡開き（左よりS16卒・阿部文弥さん、S25卒・及川昭伍元会長、S41卒・馬
場信会長、S46卒・高橋和雄校長、S41卒・谷村邦久白堊同窓会副会長）

歌
、
そ
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
ま
で
担
当

い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
会
場
で

の
「
輪
踊
り
」
に
は
予
想
以
上
に
大

勢
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。
練
習
時
か
ら
幹

事
年
だ
け
で
な
く
諸
先
輩
に
も
多
数

参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
き
白
堊
の
絆

の
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
総
会
に
先
立
ち
、
首
都

大
学
東
京
大
学
院
教
授
・
長
瀬
勝
彦

氏
（
Ｓ
55
卒
）
に
よ
る
「
人
間
の
意

思
決
定
は
合
理
的
か
」
と
い
う
テ
ー

「白堊五行歌会」が創立記念日に合わせて、啄木没後
100年記念歌集『白堊一握の砂』を刊行、披露した。

310余名が参加した総会風景

来年度幹事の56年卒の皆さんにエール。よろしくお願いいたします。

マ
で
講
演
会
を
開
催
し
盛
況
を
博
し

ま
し
た
。

ロ
ビ
ー
で
は
「
震
災
復
興
写
真
パ

ネ
ル
展
示
」及
び「
い
わ
て
銀
河
プ
ラ

ザ
」
出
張
販
売
な
ど
も
実
施
し
ま
し

た
。
な
お
、受
付
で
の
募
金
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
販
売
の
売
上
げ
が
合
計
１
２

５，
１
０
０
円
と
な
り
全
額
「
震
災

白
堊
基
金
」
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

本
会
は
、
若
い
世
代
の
参
加
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
活
気

に
満
ち
た
総
会
に
な
る
よ
う
に
、
来

年
の
幹
事
で
あ
る
56
年
卒
諸
氏
の
健

闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。
皆
様
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
55
年
卒
幹
事
団
一
同
）

同窓の山本正徳宮古市長（S49卒）
も駆けつけ復興支援を呼びかけた。

平
成
24
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方

は
、同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２，
０

０
０
円
の
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
い
き
ま
し
た
ら
、ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

お 願 い
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な
い
わ
け
。
そ
れ
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
も
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
、
い
く
つ
か
受
け
て
ひ
っ
か
か
っ

た
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ
っ
た
わ
け
。
最
初

は
秋
田
で
４
年
。「
の
ど
自
慢
」
を

や
っ
た
り
ね
。

三
浦

転
機
に
な
っ
た
の
は
、
や
は

り
ロ
ス
へ
の
留
学
？

た
り
し
て
」と
か
い
う
話
を
ち
ょ
こ
っ

と
し
て
、休
憩
時
間
に
な
っ
た
ら
「
ソ

レ
ッ
、買
っ
て
こ
い
！
」
と
。
あ
と
で

先
生
に
ガ
ッ
ツ
リ
怒
ら
れ
た
よ
ね
。

菅
野

え
っ
、
そ
う
な
の
。
私
は
大

友
君
と
は
上
中
か
ら
一
緒
だ
け
ど
、

ず
ー
っ
と
ク
ー
ル
で
真
面
目
な
人
だ

と
い
う
印
象
だ
っ
た
。

三
浦

菅
野
さ
ん
は
高
校
時
代
何
を

し
て
い
た
の
？

菅
野

中
学
は
バ
レ
ー
や
っ
て
た
け

ど
、
高
校
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

大
友

１
９
９
７
〜
99
年
の
ロ
ス
へ

の
留
学
は
、
基
本
的
に
は
脚
本
や
演

出
の
勉
強
を
し
に
行
っ
た
ん
だ
け

ど
、
途
中
で
映
画
も
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と

気
が
つ
い
た
の
ね
。
キ
ッ
カ
ケ
は
98

年
に
亡
く
な
っ
た
黒
澤
明
監
督
。
実

際
の
と
こ
ろ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
世
界
で
は
海
外
で
日
本
人
は
相

手
に
さ
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

現
場
を
見
学
に
行
っ
て
も
、
厳
し
く

て
な
か
な
か
見
せ
て
も
ら
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
黒
澤
だ
け
は
別
格
で
、
学

長
室
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
っ
て
、

Ｃ
Ｂ
Ｓ
も
Ｎ
Ｂ
Ｃ
も
そ
の
死
を
ト
ッ

プ
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
る
ん
だ
よ
ね
。

「
ク
ロ
サ
ワ
っ
て
ス
ゲ
ェ
な
あ
」
っ
て

大
友
啓
史（
Ｓ
60
卒
）
と
愉
快
な
同
期
生
た
ち

大友啓史さん（映画監督・演出家）

小原文幸さん
（テレビ岩手北上支局長）

三浦一彦さん（鹿島建設
環境本部地球環境室次長）

三
浦
（
司
会
）
今
日
は
大
友
君
を
囲

ん
で
、
最
近
の
活
動
や
一
高
時
代
の

思
い
出
を
語
り
合
い
た
い
ん
だ
け

ど
、
大
友
君
に
と
っ
て
高
校
生
活
は

ど
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

大
友

野
球
を
や
り
た
か
っ
た
。
中

学
時
代
、
野
球
少
年
だ
っ
た
か
ら
。

と
こ
ろ
が
、
成
長
期
に
ヒ
ザ
に
水
が

溜
ま
る
ク
セ
が
つ
い
ち
ゃ
っ
て
、
野

球
が
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
。

体
験
入
部
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
練

習
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、

こ
ん
な
練
習
を
や
っ
て
た
ら
１
カ
月

ご
と
に
ヒ
ザ
の
水
を
抜
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ
は
無
理
だ
な

と
。
そ
れ
で
も
身
体
を
動
か
さ
な
け

れ
ば
マ
ズ
い
と
思
っ
て
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
と
か
や
っ
て
み
た
け
ど
、
こ
れ
も

途
中
で
や
め
た
。
そ
れ
で
目
的
を
な

く
し
て
グ
レ
て
い
っ
た
ね
。
い
ち
ば

ん
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な

か
っ
た
と
き
だ
っ
た
と
思
う
。

小
原

そ
う
い
え
ば
あ
の
こ
ろ
、大
友

が
「
バ
ッ
ト
と
ミ
ッ
ト
で
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
」っ
て
口
説
か
れ
て
入
部
し
た

っ
て
言
っ
て
た
の
覚
え
て
る
（
笑
）。

大
友

で
も
、ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い

と
、さ
み
し
い
し
、何
か
で
身
体
動
か

し
て
発
散
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
お
祭
り
が
好
き
に
な
る
よ
ね
。

小
原
「
お
祭
り
ご
と
」
の
裏
に
は
、

必
ず
「
大
友
」
が
い
た
ね
。
三
年
の

夏
期
講
習
の
と
き
、
仙
台
か
ら
呼
ん

だ
有
名
講
師
の
水
を
酒
に
変
え
た
事

件
、
覚
え
て
い
る
か
な
あ
。「
昔
は

酒
を
入
れ
た
り
し
て
い
る
先
生
が
い

マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
し
て
た
。

三
浦

大
森
さ
ん
は
？

大
森

私
は
テ
ニ
ス
部
だ
っ
た
。
先

輩
に
は
達
増
さ
ん
と
か
い
た
。

大
友

大
森
さ
ん
は
最
後
ま
で
ち
ゃ

ん
と
部
活
や
っ
た
の
？

大
森

や
っ
た
よ
。
で
も
、
大
友
君

が
陰
で
そ
ん
な
に
不
良
し
て
た
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
。

大
友

い
や
、
オ
レ
は
不
良
じ
ゃ
な

く
て
、
単
な
る
い
た
ず
ら
っ
子
だ
っ

た
の
。（
笑
）

三
浦

と
こ
ろ
で
、
大
友
君
は
ど
う

し
て
こ
の
道
に
入
っ
た
の
？

大
友

ぼ
く
は
一
浪
し
て
慶
応
の
法

学
部
に
い
き
、
弁
護
士
に
な
ろ
う
と

二
年
間
は
真
剣
に
勉
強
し
た
ん
だ
け

ど
、
途
中
で
嫌
に
な
っ
て
仏
文
に
学

士
入
学
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
そ

う
す
る
と
就
職
先
は
マ
ス
コ
ミ
し
か

『
る
ろ
う
に
剣
心
』
監
督
、『
龍
馬
伝
』『
ハ
ゲ
タ
カ
』『
白
洲
次
郎
』な
ど
を
演
出
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
や
『
ハ
ゲ
タ
カ
』『
白
洲
次
郎
』
を
演
出
し
た
大
友
啓
史
さ
ん
は
、

今
や
日
本
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
監
督
だ
。
こ
の
８
月
末
に
は
独
立
第
１
回
監
督
作
品
と
な
る
『
る
ろ
う
に

剣
心
』
が
全
国
で
封
切
ら
れ
た
が
、
非
常
に
評
価
が
高
く
、
好
調
な
動
員
を
み
せ
て
い
る
。
早
く
も
数
年
先
ま

で
監
督
予
定
作
品
が
決
ま
っ
て
お
り
、
黒
澤
の
再
来
と
期
待
さ
れ
る
大
友
啓
史
監
督
だ
が
、
高
校
時
代
は
ど
ん

な
生
徒
で
、
演
出
の
仕
事
に
進
ん
だ
キ
ッ
カ
ケ
は
何
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
監
督
と
し
て
成
功
し
た
秘
訣
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
か
、
白
堊
同
期
の
仲
間
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
忌
憚
な
く
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

野
球
部
に
入
り
た
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年

監
督
の
仕
事
は
大
き
な
声
で「
ス
タ
ー
ト
」を
言
う
こ
と



（５） 在京白堊会報 2012年9月（第33号）

菅野八潮さん（リリオセントラ
ルフィットネスクラブ専務取締役）

大森久子さん（明治学院大学
社会学部付属研究所研究員）

大友啓史独立第１回監督作品『るろうに剣心』のポスターを囲んで（「テレビ岩手東京支社」にて）

あ
の
と
き
思
っ
た
ね
。
そ
こ
で
黒
澤

追
悼
週
間
っ
て
い
う
の
を
勝
手
に
決

め
て
、
自
分
の
部
屋
で
作
品
の
ビ
デ

オ
や
追
悼
番
組
な
ん
か
を
見
た
り
し

て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で

大
島
渚
が
、「
映
画
監
督
は
み
な
よ

い
作
品
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
け
れ

ど
も
一
つ
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
監
督
道
み
た
い
な
も
の

で
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
黒

澤
明
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
た
の
ね
。

つ
ま
り
、
映
画
を
創
る
に
は
、
よ
い

も
の
を
創
る
と
い
う
作
業
と
、
そ
れ

を
ど
う
や
っ
て
創
る
か
と
い
う
方
法

論
の
二
つ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え

ば
、
大
島
監
督
は
当
時
『
御
法
度
』

と
い
う
映
画
を
車
椅
子
に
載
っ
て
創

っ
て
い
た
け
ど
、「
よ
ー
い
、
ス
タ
ー

ト
！
」
と
か
「
カ
ッ
ト
、Ｏ
Ｋ
！
」と

大
き
な
声
で
言
う
。
あ
れ
な
ん
だ
よ

ね
。
監
督
と
い
う
の
は
、「
は
じ
ま
り
」

と
「
終
わ
り
」
を
き
っ
ち
り
と
言
う
こ

と
が
仕
事
な
わ
け
。と
い
う
こ
と
は
、

実
は
こ
れ
っ
て
経
営
論
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
自
信
を
持
っ
て
大
き
な
声
で

「
は
じ
め
っ
！
」
と
言
う
に
は
そ
こ

に
い
た
る
準
備
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
と
で
き
な
い
し
、
弱
み
を
み
せ

ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
、
最
後
ま
で
責

任
を
負
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
。

テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
新
渡
戸
稲
造
の「
武
士
道
」の
追
究

こ
れ
は
も
う
ド
ラ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
い

け
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
経
営

の
問
題
だ
よ
ね
。
そ
こ
で
ロ
ス
で
映

画
と
併
行
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
ク
ラ
ス
な
ん
か
に
も
行
き
は
じ
め

た
わ
け
。

小
原

声
の
デ
カ
さ
で
思
い
出
し
た

ん
だ
け
ど
、
オ
レ
、
た
ま
た
ま
仕
事

で
、
藤
原
の
郷
で
上
映
さ
れ
て
い
る

『
龍
馬
伝
』の
メ
イ
キ
ン
グ
ビ
デ
オ
で

大
友
の
シ
ー
ン
を
見
た
こ
と
が
あ
る

の
。
モ
ニ
タ
ー
見
な
が
ら
大
き
な
声

で
怒
鳴
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。「
ず

い
ぶ
ん
気
合
い
入
っ
て
る
な
あ
」っ

て
思
っ
た
け
ど
、今
の
話
を
聞
い
て
、

「
あ
ぁ
、こ
の
こ
と
か
」と
納
得
し
た
。

大
友

１
本
で
数
億
が
動
く
か
ら

ね
。
し
か
も
「
ス
タ
ー
ト
！
」
と
い

っ
た
ら
、も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い
。

声
だ
っ
て
大
き
く
な
る
よ
ね
。
で
も

デ
カ
イ
声
を
出
す
と
ス
ト
レ
ス
も
た

ま
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
。
映
画
を
創
る

こ
と
は
そ
う
い
う
覚
悟
の
問
題
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
で
学
ん

で
以
降
、
ず
い
ぶ
ん
演
出
の
仕
事
が

楽
に
な
っ
た
。
演
出
の
仕
事
の
価
値

は
職
場
の
上
下
関
係
と
か
で
は
な
い

ん
だ
っ
て
ね
。
映
画
の
現
場
っ
て
、

汗
臭
い
土
方
の
現
場
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
、
い
ま
だ
に
丁
稚
関
係
み
た
い

な
古
い
体
質
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
が
ち
だ
け
ど
、
そ
こ
で
100
人
と
か

200
人
が
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
け
れ

ど
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
違
う
概
念
を

入
れ
れ
ば
、
み
ん
な
の
意
識
も
変
わ

る
ん
だ
よ
ね
。

三
浦

留
学
す
る
と
思
い
が
け
な
い

発
見
と
か
あ
る
よ
ね
。
菅
野
さ
ん
も

海
外
で
働
い
て
い
た
ん
だ
よ
ね
。

菅
野

一
高
に
入
学
し
た
と
き
か
ら

海
外
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
80

年
代
後
半
か
ら
95
年
ま
で
ア
メ
リ
カ

の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
日
系
の
会
社
の
社

長
秘
書
と
し
て
働
い
て
い
た
。

小
原

三
浦
君
は
？

三
浦

ぼ
く
は
フ
ラ
ン
ス
。

大
森

私
は
途
中
で
１
年
戻
り
ま
し

た
が
、
去
年
の
秋
に
戻
る
ま
で
は
１

９
９
６
年
か
ら
14
〜
15
年
く
ら
い
ず

っ
と
ト
ロ
ン
ト
に
い
ま
し
た
。

大
友

そ
れ
は
ス
ゴ
い
！

三
浦

同
じ
時
期
ぐ
ら
い
に
留
学
し

て
た
っ
て
人
は
結
構
い
る
よ
ね
。

菅
野

で
も
、
大
友
君
の
周
り
は
す

ご
い
人
ば
か
り
で
、
た
い
へ
ん
な
ん

で
し
ょ
う
？
俳
優
さ
ん
に
演
技
指

導
と
か
も
す
る
の
。

大
友

も
と
も
と
田
舎
者
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
人
た
ち
を
相
手
に
仕
事
を

す
る
の
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ん
だ
け

ど
、
お
れ
、
死
闘
マ
ニ
ア
っ
て
呼
ば

れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
マ
ニ
ア
だ
か

ら
死
闘
が
続
く
ん
で
す
よ
ね
。で
も
、

企
画
を
通
す
の
は
得
意
だ
っ
た
な

あ
。
ス
ト
レ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
で
は
通

ら
な
い
か
ら
、
最
終
的
に
採
択
す
る

人
は
だ
れ
か
と
い
う
こ
と
を
見
つ
け

て
一
緒
に
飲
み
に
行
く
と
か
。

三
浦

さ
す
が
に
、
出
世
す
る
タ
イ

プ
だ
ね
（
笑
い
）。

大
友

い
や
、
お
れ
の
場
合
は
出
世

じ
ゃ
な
く
、
い
か
に
「
出
資
」
さ
せ

る
か
が
闘
い
だ
っ
た
（
笑
）。

三
浦

と
こ
ろ
で
大
友
君
は
盛
岡
の

友
人
た
ち
と
「
映
画
の
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
結
成
し
映

画
を
通
し
た
心
の
復

興
を
目
指
し
て
い

て
、
そ
の
一
環
と
し

て
新
渡
戸
稲
造
の
生

誕
150
周
年
を
記
念

し
、
盛
岡
公
会
堂
で

武
士
道
と
映
画
に
つ

い
て
語
る
「
武
士
道

な
う
」
と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
も
手
が
け
て

い
る
よ
ね
。
そ
れ
で

監
督
と
し
て
独
立
一

作
目
の
作
品
の
『
る

ろ
う
に
剣
心
』
は
、

原
作
は
漫
画
で
、
幕

末
に
は
最
強
の
人
斬

り
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら

れ
た
主
人
公
の
緋
村

剣
心
が
、
廃
刀
令
で

刀
を
持
っ
て
は
い
け

な
い
時
代
に
な
っ
て

「
不
殺
」（
人
を
殺
さ

ず
）
の
誓
い
を
立
て
、

人
を
斬
ら
ず
に
い
か

に
周
り
の
人
た
ち
を

助
け
て
行
く
か
と
い

う
こ
と
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
物
語
な

ん
だ
け
ど
、
こ
の
『
る
ろ
う
に
剣
心
』

と
新
渡
戸
の
武
士
道
は
つ
な
が
っ
て

い
る
の
？

大
友

新
渡
戸
の
武
士
道
は
キ
リ
ス

ト
教
を
ベ
ー
ス
と
し
た
騎
士
道
の

「
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
な

ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
「
人
を
斬
ら
ず

に
人
々
を
守
る
」
と
い
う
剣
心
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
、
も
の
の
考
え
方
に
つ
な

が
る
と
ぼ
く
は
考
え
て
い
る
。
ノ
ー
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ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
の

は
、
高
貴
な
る
人
は
い
ざ
鎌
倉
と
い

う
と
き
に
は
真
っ
先
に
行
っ
て
闘
う

と
い
う
伝
統
ね
。
あ
る
と
き
新
渡
戸

が
「
日
本
に
は
道
徳
心
を
教
え
る
宗

教
教
育
が
な
い
」
と
言
わ
れ
、「
い

や
、
日
本
に
は
武
士
道
が
あ
る
」
と

言
っ
て
そ
れ
を
英
語
で
書
き
、
大
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
新
渡
戸
が

英
語
で
世
界
中
に
武
士
道
を
伝
え
た

人
だ
と
す
る
と
、
世
界
23
カ
国
で
翻

訳
さ
れ
５
７
０
０
万
部
も
売
れ
て
い

る
マ
ン
ガ
の
『
る
ろ
う
に
剣
心
』
は

武
士
道
な
ど
と
い
う
説
教
臭
い
こ
と

は
ひ
と
言
も
言
っ
て
な
い
ん
だ
け
れ

ど
も
、
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
ゲ
ー

ム
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
若
者
た

ち
に
知
ら
ず
知
ら
ず
武
士
道
を
伝
え

て
い
る
作
品
だ
と
ぼ
く
は
思
っ
て
い

る
。
ぼ
く
の
な
か
で
は
、
新
渡
戸
と

剣
心
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
龍
馬

も
同
じ
。彼
も
剣
の
達
人
だ
っ
た
が
、

生
涯
一
人
も
斬
っ
て
い
な
い
。『
白

洲
次
郎
』
も
そ
う
。
そ
の
意
味
で

は
、
ぼ
く
の
テ
ー
マ
は
新
渡
戸
の

武
士
道
で
貫
か
れ
て
い
る
。
新
渡

戸
の
武
士
道
は
、
時
代
が
求
め
て

い
る
存
在
で
あ
り
、
現
在
の
日
本

人
に
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
か
、
ど

う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
示
し

て
く
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。「
武
士

道
な
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
込

め
た
の
は
そ
う
い
う
思
い
で
す
。
そ

の
新
渡
戸
は
岩
手
が
生
ん
だ
偉
人

だ
よ
ね
。
だ
か
ら
ま
ず
、
ぼ
く
は
岩

手
か
ら
新
渡
戸
の
武
士
道
精
神
を

発
信
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
原
『
る
ろ
う
に
剣
心
』
は
、
出

演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
間
か
ら
早
く

も
第
２
、
第
３
作
を
創
っ
て
欲
し
い

と
い
う
話
が
出
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

大
友

う
ん
、
ぼ
く
も
こ
れ
を
ヒ
ッ

ト
さ
せ
て
、
Ⅱ
、
Ⅲ
を
撮
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

三
浦

今
は
映
画
館
ば
か
り
か
Ｄ

Ｖ
Ｄ
す
ら
借
り
な
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
る
よ
ね
。
そ
の
な
か
で
映
画
を

創
っ
て
い
く
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
こ

と
だ
と
思
う
け
ど
、
大
友
君
が
創
っ

た
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
、
映
画
館

に
人
を
呼
び
戻
す
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
よ
ね
。
み
ん
な
で
映
画

館
に
足
を
運
ぼ
う
ね
。

大
友

あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
も
映

画
は
撮
っ
て
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

岩
手
と
映
画
を
盛
り
上
げ
る
た
め

な
ら
な
ん
で
も
や
ら
な
く
ち
ゃ
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ツ
ー

ス
リ
ー

活動報告

話
に
花
咲
く
銀
座
で
ラ
ン
チ
の
女
子
会

―
開
催
日：

平
成
24
年
6
月
16
日（
土
）

第
８
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

昨
年
は
震
災
の
影
響
で
中
止
し
た

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
。
今
年
は
ゲ

ス
ト
に
玉
澤
健
児
さ
ん
（
Ｓ
43
卒
）

を
迎
え
、
お
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
と

玉
澤
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を

心
行
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

テレビ岩手東京支社会議室（東銀座）で行われた座談会風景

「気兼ねなくおしゃべりが楽しめる」と人気の在京白堊レディス会。昼間の開催も「出かけやすい」と好評だ。

前事務局長・玉澤健児さん（S43卒）のギター演奏で合唱を楽しむ参加者

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●『
九
戸
戦
始
末
記
北
斗
英
雄
伝
』早
坂
昇
龍
著

早
坂
昇
龍
は
工
藤
英
司
さ
ん（
Ｓ
53
卒
）の
時
代

小
説
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
現
代
小
説
で
は
早
坂
ノ
ボ

ル
が
筆
名（『
姫
神
雪
し
ぐ
れ
』な
ど
）。本
書
は
戦

国
末
期
、
秀
吉
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
北
奥
の
国

主
・
九
戸
政
実
の
闘
い
を
描
く
。
表
紙
絵
は
同
期

Ｓ
53
卒
の
萌
薗
翠（
渡
部
恵
子
）さ
ん
。
蒼
龍
舎

２
０
１
２
年
４
月
15
日
刊
。１，
５
０
０
円（
税
別
）。

編
集
後
記

事
務
局
が
変
わ
り
ま
し
た
。
前
事
務
局
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。い
た
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、支
障
な
き
よ
う
務
め
る
所
存
で
す
。ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｙ
）

●『
秋
葉
原
日
記
第
五
集
』
馬
場
信
著

著
者
は
在
京
白
堊
会
会
長
の
馬
場
信
さ
ん

（
Ｓ
41
卒
）。
当
会
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン
ク
か
ら
も
読
め
る

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
載
の
洒
脱
な
コ
ラ
ム
を
集

め
た
人
気
コ
ラ
ム
集
。
残
念
な
が
ら
本
年
６
月
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
連
載
コ
ラ
ム
が
終
わ
り
、
本
シ
リ
ー
ズ
の

最
後
と
な
る
。

産報新書
2012年８月10日刊
1,143円（税別）

●『
露
台（
バ
ル
コ
ン
）』白
堊
47
会
卒
業
40
周
年
記
念
誌

白
堊
47
会
の
卒
業
40
周
年
記
念
誌
。
Ｂ
５
判
、

全
70
ペ
ー
ジ
。
希
望
者
に
１
部
６
０
０
円
（
送
料

込
）で
頒
布
す
る
。申
込
み
は
メ
ー
ル
で
森
義
真
さ

ん（m
oriyo@

rnac.ne.jp

）へ
。

●『
白
堊
一
握
の
砂
』白
堊
五
行
歌
会

啄
木
没
後
百
年
を
記
念
し
た
五
行
歌
集
。
五
行

歌
は
啄
木
の
三
行
書
き
か
ら
生
ま
れ
た
。「
一
握

の
砂
」の
意
味
に
つ
い
て
新
説
を
提
唱
。三
浦
千
波

さ
ん（
Ｓ
50
卒
）の
表
紙
、武
田
夏
実
さ
ん（
Ｓ
53
卒
）

の
五
行
歌
の
書
も
注
目
さ
れ
る
。

残部少々。希望者には
1,000円（税・送料込）で
お分けします。希望者は
事務局まで。

600円（税・送料込）
支払いは記念誌と一緒に郵便局の
払込用紙が送られてきます。
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